ラフ・ピーター先生への謝辞 by 大場 裕之
76
ラフ・ピーター先生が本年度で定年を迎えられる、と聴いても未だにその実
感がありません。イギリスでお会いしてから、早、25年経ちますが、現在も麗
澤大学にて共に仕事し、今年以降も継続するためですが、この定年を機に、振
り返ってみたいと思います。
ラフ先生は、研究者として、教育者として、また、友人として、さらに同志
として、限りない励ましと、真理探究のためのインスピレーションを受けた稀
に見る人格者です。
１．研究者として：
イギリスのオックスフォード大学から歴史学（近代史）の博士号を取得
し、歴史学の研究者として出発したものの、その後は、哲学、倫理学、語源学
（Etymology）などにも精通し、広い視野と深い洞察力をもって真摯に研究さ
れてきた、たぐいまれな学際的研究者です。共に仕事をしていて、豊かな教養
と深い見識にはいつも感銘を受けております。　
また、モラロジー研究所のリサーチフェロー（2003年以降）として、長年
にわたり活躍されました。廣池千九郎博士の道徳思想を、心理学や倫理学、哲
学などの観点からまとめられた数多くの論文がその成果であります。
２．教育者として：
麗澤大学では主に、英語教育に熱意を持って取り組んだ教育者です。絶えず
聴く耳をもって、学生に寄り添い、学問する姿は教育者としての鏡です。ラフ
先生の教育スタイルは、オックスフォード大学時代の体験が生かされており、
知識の詰込みではなく、「考える力」を育てるところにあります。また、麗澤
大学生を引率して、数年にわたりオーストラリアの小学校でのインターンシッ
プにも尽力され、参加した学生たちに貴重な体験を与えられました。さらには、
大学院では、リサーチ研究の方法論なども大学院生たちに伝授され、大学院の
研究・教育の基盤づくりにも貢献されました。
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３．友人として：
イギリス時代からの古き友人であり、家族ぐるみの付き合いをさせていただ
いたことに、心から感謝いたします。イギリスで一緒に仕事をした英国暁星国
際大学では、仕事の合間をみては、田舎のパブなどに連れ出してくれイギリス
のよき伝統に触れることができたことも、昨日のことのように思い出されます。
この麗澤大学においても、この20年間、一緒に仕事することができていること
も喜びであります。研究室B棟のコピー室での雑談、さまざまな悩みや心に思っ
ていることを、そのまま、お互いに、話せることは、何よりの妙薬となってい
ます。
４．同志として：
Cultural Studiesという講義を現在、“共創空間開発（CSD）”という技法を用
いて、二人で担当しています。音楽を活用した文化研究であり、かなりユニー
クな授業です。音楽を聴きながら、音楽と文化、音楽と文化に強く関わりのあ
る仕事、そして文化と仕事との意味のあるつながりを「共創空間」の中で発見
します。従って、この授業では、好き嫌いだけで音楽と向き合うのではなく、
音楽が発信する文化的、超文化的メッセージ性や仕事との関わりなどを堪能で
きるエキサイティングな時間となっています。一緒に仕事しながら、ラフ先生
の音楽に対する造詣の深さや発想力の豊かさにただ驚くばかりです。共に仕事
しながら気づいたことは、ラフ先生は、音楽を介して、ご自分の専門とする歴
史学のダイナミズムを学生に伝授していたことです。また、音楽を通じて、学
問の楽しさを紹介すると同時に、共に真理を探究する素晴らしい時間を共有さ
せていただいております。
ラフ先生から紹介していただいた数多くの音楽の中で、ラフ先生が人生の
中で最も素晴らしいとする曲であり、同時に同志と思えた曲があります。それ
は、ヨハン・セバスティアン・バッハ作曲の「主よ、人の望みの喜びよ（Jesu, 
Joy Of Man's Desiring）」であり、ラフ先生と共に働くうえでの限りない励ま
しの曲となっています。
音楽―仕事―文化を「共創空間」でつなぐ旅
を通して、ラフ先生から人生において大切な問
いがあることに気づかされました。それは、自
分と言う人間のアイデンティの問題（右図参照
のこと）です。
つまり、「人（自分）はどこから来たのか、自分とは何者なのか、そして、
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人はどこへ行くのか」という究極的な問いです。この場を借りて、その答えが
聖書にあることをシェアさせていただきます。
「…すべてのことが、神から発し、神によって成り、神に至るからです。」（ロー
マ人への手紙11章36節）For from him and through him and for him are all 
things.　To him be the glory forever! Amen. Romans 11:36 New International 
Version（NIV）
ラフ先生は、学生から愛される先生であり、緑に囲まれた麗澤の園を愛し、
麗澤の人として、学生を育ててこられました。今後とも、キャンパス内でお目
にかかり、いろいろとご指導いただきたいと思います。長い間、どうもありが
とうございました。そして、これからもよろしくお願いいたします。
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